
　

ナ
ラ
類
や
カ
シ
類
は
秋
に
な
る
と
ド
ン
グ
リ

を
実
ら
せ
る
樹
木
で
す
が
、
近
年
こ
の
よ
う
な

樹
木
が
集
団
的
に
枯
死
す
る
現
象
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
ナ
ラ
枯
れ
（
ブ
ナ
科
樹
木
萎い

凋ち
ょ
う

病
）」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
１
９
９
０
年
代
ま

で
は
日
本
海
側
の
府
県
を
中
心
と
し
た
地
域
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
被
害
地

域
は
年
々
拡
大
し
、
２
０
２
０
年
に
は
こ
れ
ま

で
被
害
の
少
な
か
っ
た
関
東
地
方
で
も
全
都
県

で
確
認
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

ナ
ラ
枯
れ
は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と

い
う
体
長
５
mm
程
度
の
小
さ
な
甲
虫
が
、
ナ
ラ

菌
と
呼
ば
れ
る
樹
木
病
原
菌
を
媒
介
し
て
ナ
ラ

類
や
カ
シ
類
な
ど
の
樹
木
に
集
中
的
に
加
害
す

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
枯
死
す
る
樹
種
は
、

ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
落
葉

ナ
ラ
類
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
多
い
の
で
す

が
、
枯
れ
に
く
い
と
言
わ
れ
る
常
緑
樹
で
も
、

マ
テ
バ
シ
イ
の
枯
死
が
三
浦
半
島
と
房
総
半
島

で
、
ス
ダ
ジ
イ
の
枯
死
が
東
京
島と
う

嶼し
ょ

部
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
対
し
て
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

の
生
態
的
特
徴
を
利
用
し
た
様
々
な
防
除
法
や

対
応
策
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
ナ
ラ

枯
れ
の
発
生
地
域
は
、
人
が
簡
単
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
場
所
か
ら
険
し
い
奥
山
の
森
林
ま

で
千
差
万
別
で
、
ま
た
自
然
植
生
や
土
地
利
用

の
歴
史
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
対
策
と
し
て
は
、
そ
こ
で
何
が
で
き

る
の
か
様
々
な
条
件
を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
11
月
開
催
予
定
の

森
林
講
座
で
は
、
ド
ン
グ
リ
の
木
が
枯
れ
て
い

く
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
11
月
10
日
開
催
予
定
）

「ナラ枯れ」とは？
ドングリの木が枯れていく仕組み

衣浦 晴生　Kinuura Haruo

森林昆虫研究領域

令 和 ５ 年 度 　 森 林 講 座 の お 知 ら せ

昨年のポスター発表のようす

り
ま
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
造
林
保
育

の
経
費
、
素
材
生
産
・
流
通
の
経
費
、
国

際
経
済
の
中
で
の
木
材
の
価
格
等
、
一
辺

倒
で
は
解
決
で
き
な
い
多
数
の
問
題
を
含

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
問
題
に
対
峙

す
べ
く
始
ま
っ
た
最
新
の
研
究
を
紹
介
し

ま
す
。

〈
講
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

● 

講
演

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

― 

日
本
の
針
葉
樹
人
工
林
の
現
状
を

正
し
く
理
解
す
る 

―

宇
都
木 

玄
（
研
究
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

育
林
作
業
の
省
力
化
に
向
け
て

― 

最
先
端
の
技
術
と
考
え
方 

―

山
川 

博
美
（
九
州
支
所 

森
林
生
態
系
研

究
グ
ル
ー
プ 

主
任
研
究
員
）

素
材
生
産
技
術
の
高
度
化

― 

こ
こ
ま
で
き
た
林
業
機
械
の
自
動
化 
―

中
澤 

昌
彦
（
林
業
工
学
研
究
領
域 
収
穫

シ
ス
テ
ム
研
究
室 

室
長
）

世
界
の
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
木
材
の
価
値

― 

国
際
市
場
に
お
け
る
日
本
の
在
り
方 

―

早
舩 

真
智
（
林
業
経
営
・
政
策
研
究
領
域　

研
究
員
）

針
葉
樹
だ
け
で
良
い
の
か

― 

立
木
の
付
加
価
値
、
広
葉
樹
利
用
の
温

故
知
新 

―

山
下 

直
子
（
関
西
支
所 

森
林
生
態
系
研

究
グ
ル
ー
プ
長
）

時
間
軸
も
考
慮
し
た
資
源
管
理

― 

自
立
で
き
る
山
づ
く
り
の
た
め
に 

―

　

調
査
に
よ
る
と
、
樹
木
の
寿
命
と
最
大

径
は
樹
種
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ト
チ
ノ
キ
、
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ハ
リ
ギ
リ
の
寿
命
は
約
７
０
０
年

以
上
で
最
も
長
く
、
ミ
ズ
キ
、
シ
ラ
カ
ン

バ
、
ド
ロ
ノ
キ
等
の
寿
命
は
最
も
短
い
約

１
０
０
年
以
上
、
北
日
本
の
天
然
林
を
代

表
す
る
ブ
ナ
や
ハ
ル
ニ
レ
は
中
間
の
約

４
０
０
～
５
０
０
年
以
上
で
し
た
。

　

最
大
径
は
40
～
１
２
０
cm
に
お
よ
び
、

寿
命
と
お
お
む
ね
正
比
例
し
ま
し
た
が
、

寿
命
約
６
０
０
年
で
最
大
径
70 

cm
前
後

の
オ
ノ
オ
レ
カ
ン
バ
や
イ
チ
イ
、
寿
命

２
８
０
年
で
最
大
径
45 

cm
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

な
ど
、
太
く
は
な
ら
な
い
が
、
じ
つ
は
老

齢
な
個
体
を
含
む
樹
種
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
寿
命
推
定
値
は
北
米
の
近
縁

種
と
の
類
似
関
係
が
あ
り
、
普
遍
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
日
本
で
は
人
工
林
の
一
部
を
広

葉
樹
林
に
復
元
す
る
取
り
組
み
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
真
に
原
生
的
な
、
よ
り
自

然
に
近
い
姿
の
森
林
を
再
生
す
る
に
は
、

４
０
０
～
７
０
０
年
に
お
よ
ぶ
超
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
３
年
５
月
10
日
に Jo

ur-

n
a

l o
f F

o
re

st R
e

se
a

rc
h

誌
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
さ
れ
ま
し
た
）

◀持続可能な開発目標 (SDGs）

森林総合研究所は、森林・林業・木材産業等の幅広

い研究を通して、国連の持続可能な開発目標（SDGs）

の達成に積極的に貢献しています。該当する目標と

記事のページ数は、左記の通りです。
P.3, 8 P.8, 14

P.8, 14 P.16P.18 P.3, 8, 14, 16,
   18, 20

公
開
講
演
会
の
お
知
ら
せ

▼
令
和
５
年
度

森
林
総
合
研
究
所
公
開
講
演
会

持
続
可
能
な
豊
か
な
森
を
築
く

― 

資
源
を
提
供
し
て
く
れ
る
森
を
築
く
た

め
に
今
必
要
な
事 

―

日
時
：
令
和
５
年
10
月
11
日
（
水
）

13
時
か
ら
16
時
40
分

会
場
：
一
橋
大
学　

一
橋
講
堂
（
東
京
都

千
代
田
区
一
ツ
橋
２
丁
目
１
番
２
号 

学
術
総

合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

参
加
無
料
・
事
前
登
録
不
要

　

資
源
を
提
供
し
て
く
れ
る
森
、
そ
れ
は

私
た
ち
の
先
輩
諸
氏
が
「
人
工
林
」
と
し

て
造
り
、
育
ん
で
き
た
森
で
す
。
近
年
は

環
境
問
題
の
解
決
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ

て
き
た
森
林
で
す
が
、
私
た
ち
が
生
活
す

る
う
え
で
利
用
す
る
資
源
を
提
供
し
て
く

れ
る
「
森
」
と
し
て
改
め
て
見
直
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
人
工
林
を
伐
採

し
た
後
に
改
め
て
植
栽
す
る
「
再
造
林
」

が
行
わ
れ
ず
、
造
林
未
済
地
と
し
て
残
さ

れ
る
山
が
急
速
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
あ

お問い合わせ
森林総合研究所
企画部　広報普及科　広報係　
TEL　029-829-8372
Emall　kouho@ffpri.affrc.go.jp

プレスリリース等の最新
情報はこちらから→

https://www.ffpri.affrc.
go.jp/index-r.html

会場◉多摩森林科学園 森の科学館
時間◉13時15分〜15時
お申込の受付は各講座開催日の前月の1日から。
受付は先着順で、講座開催日の1週間前が締切と
なります。ご希望の講座名・郵便番号・住所・氏名・
電話番号・参加希望者数をご記入の上、往復はが
き、または電子メールでお申し込みください。お
申込1通に対し、1講座3名までの受付とさせてい
ただきます。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状
況によっては、講座を中止する場合があります。
最新情報はホームページをご確認ください。

◆お問い合わせ
〒193-0843 東京都八王子市廿里町1833-81

多摩森林科学園
電話番号：042-661-1121

　多摩森林科学園での実開催とオンラインでの開催を予定しています。
　オンライン開催は遠方の方でもご参加いただけますのでお楽しみに！ 

HP ： https://www.ffpri.affrc.go.jp/tmk/index.html　　E-mail ： shinrinkouza@ffpri.affrc.go.jp

▲森林講座申込み

10月13日（金曜日）

「お宝の山！
　今こそ国産広葉樹の出番です」
山下 直子 （関西支所） 

11月10日（金曜日）

「『ナラ枯れ』とは？
　ドングリの木が枯れていく仕組み」
衣浦 晴生 （森林昆虫研究領域） 

12月8日（金曜日）

「海辺の森林、マングローブ」
小野 賢二 （立地環境研究領域） 

開 催 オンライン開催

1月18日（木曜日）

「ビッグデータで調べる国立公園の
　人気スポット」
小黒 芳生 （森林植生研究領域） 

急峻な斜面における人工林の林業

中
尾 

勝
洋
（
関
西
支
所  

森
林
生
態
系
研

究
グ
ル
ー
プ 

主
任
研
究
員
）

● 

ポ
ス
タ
ー
発
表

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
木
材
利
用
を
行
う
森
林
の
た
め
に
、
そ
の

理
想
像
は　

予
定
調
和
は
成
り
立
つ
の
か
」

森
林
総
合
研
究
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

北
日
本
の
主
要
樹
種
の
寿
命
を
推
定

― 

天
然
林
の
再
生
の
た
め
の
重
要
情
報 

―

　

多
様
な
樹
種
か
ら
な
る
森
林
の
成
り
立

ち
を
理
解
し
、
そ
の
行
く
末
を
予
測
す
る

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
の
寿
命
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

科
学
的
に
信
頼
で
き
る
ま
と
ま
っ
た
情
報

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
森
林
総
合
研
究

所
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
北
日
本
の
天
然

の
大
径
材
が
単
一
の
木
材
市
場
に
集
荷
さ

れ
て
い
た
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
、
42
樹

種
・
計
１
６
８
４
本
の
丸
太
の
太
さ
と
年

輪
を
調
べ
、
そ
の
デ
ー
タ
か
ら
樹
種
ご
と

の
寿
命
と
最
大
径
を
推
定
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

岩手県矢巾町の木材市場で大径木1684本
の年輪を数えた（撮影：正木隆）
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カシノナガキクイムシ （メス）マテバシイの集団枯死が発生している

林内の状況




